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◆◯◯の＋α（健康意識に関連する付加価値）の方向性を消費現場から吸い上げる活動を行います。 

◆消費者の飲料環境、消費マインドから、今までとは趣の異なる価値観の「this ブランド」の方向性を考える活動です。 
 
 

①� 先に消費者の情報収集ありき…ではなく、まず健康感をプラスした弊社内生活者情報をベースとするデスクリサーチから、当該活動目的に関する「要素」 

 を考えます。併行して◯◯と新しい接点が見出せる消費者をプレ調査（メール、電話ヒアリング、ＦＡＸ調査など）によりプロットし、より不変的な 

 ニーズを開発するためのデプス調査を計画します。 
 

②２nd ステップとしてプロットした仮設ターゲットに対し、徹底した情報収集を行います。収集した接点開発情報から、「消費にどう結びつくか」という視点 

 で道筋を作ります。情報をどう捉えるかがポイントです。 

 消費者データそのものにとらわれず、背景から消費現場がどうなるのか道筋をしっかり作ります。 

 

 

 

 

 

  ＊弊社社内資料活動によるデスクリサーチ＆関連要素の抽出 

  ＊御社提供可能資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「this ブランド」新領域商品展開の方向性 立案活動 

株式会社ウィズプランニング 

仮説方向性・企画活動 方向性策定のための情報収集および一部検証作業 

          モニターデプス留置調査 モニター電話ヒアリングによる情報収集 

健康 

目的の 

選択眼の 

広がり 

健康×飲料 飲料×健康 

双方の実状とともに境目(個人差がある)を見極める 

飲料として飲用目的の広がり 

ex.スポーツ、リラックス、空腹、リフレッシュ 

ここを広げていく活動 

ＨＩＮＴ 

https://ebisuplan.com/
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活動ステップ 予算 

 

 

 

 
 

ス 

テ 

ッ 

プ 

[1] 

活動内容コンセンサスミーティング 

 

 

ス 

テ 

ッ 

プ 

[2] 

既存資料活用による消費現場を想定した 

関連要素の抽出 

 
プレ調査におけるスクリーニング内容の検討 

プレ調査の実施 

結果に基づく消費者のプロット 

 
ターゲット消費マインドの想定と情報を 

掘下げるためのセグメント・内容の検討 

方向性の仮説検証および方向性に肉付けする 

ための消費開発に関連する情報の収集 
＊消費者と当該分野の接点すべてを想定する 

情報収集にもとづく企画活動 

商品の方向性から、実売に結びつけるための 

道筋を考える 

9/初 

9/末 

10/末 

11/初 

12/末 

◆ステップ[１]      80 万円（税別） 

◆ステップ[２]   150～180 万円（税別） 

 

＊調査規模により変動します。 
 現状は自由記述式のアンケートから 

 分析・集計・企画活動を行うスタイル 

 を想定しています。 


